
この一年、本校の教育活動が安全に、そして豊かに進められましたのも、 

ひとえに保護者の皆様、地域の皆様の温かいご理解とご支援のおかげです。 

日々の登下校の見守り、学習や行事へのご協力、行事運営や地域学習での 

ご支援など、さまざまな場面で子どもたちを支えていただきましたことに、 

教職員一同、心より感謝申し上げます。本校は、これからも家庭・地域と 

ともに歩む学校として、子どもたちの成長を支えてまいります。来年度も 

変わらぬご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 ３月１７日（火）。第７９回令和７年度鶴岡市立東栄小学校卒業証書授与式を行うことができました。厳粛さの中にも

温かな思いが満ちあふれる式となりました。 

今年度の卒業生は１０名。新しい制服を身にまとい、清々しい表情で登校してきました。静かに流れる音楽の中、ご

来賓の皆様や保護者の皆様、そして在校生と教職員の大きな拍手に迎えられて入場した卒業生の表情は、少し

緊張しながらも、これまでの成長と自信を感じさせるものでした。 

証書授与では、一人一人が落ち着いた態度で壇上に進み、卒業証書を受け取る姿に、６年間の歩みの重みが

感じられました。別れの言葉では、卒業生がこれまでの学校生活を振り返り、友達や先生、家族への感謝の思い

を、まっすぐな言葉と美しい歌声で伝えました。その姿はとても立派で、会場全体が静かに耳を傾ける時間となりま

した。 

その思いに応えるように、在校生は全校合唱の「心の中にきらめいて」を、心を一つにした大きな声で歌い、卒

業生の新たな門出を力強く祝いました。体育館いっぱいに響く歌声には、「ありがとう」と「おめでとう」の気持ちが

込められており、先輩から受け継いだ思いをこれからも大切にしていこうとする在校生の決意が感じられました。 

式の最後、卒業生が退場する際には、在校生や職員、保護者の温かな拍手に包まれながら進み、保護者の皆

様へ花束が贈られました。成長した我が子から手渡される花束に、これまでの日々を思い出し、目頭を熱くされる

保護者の姿も多く見られました。感謝の思いが言葉以上に伝わる、心打たれる場面でした。 

多くの人に支えられて迎えたこの卒業の日。卒業生一人一人が、東栄小学校で学んだことを胸に、それぞれの

新しい道へと歩み始めます。これからのさらなる成長と活躍を、教職員一同、心より願っています。 
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 ８日 始業式 

９日 入学式 

１５日 一斉下校訓練 

１７日 授業参観 PTA総会 

３０日～ 家庭訪問 
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 東栄小学校では、保護者・地域と学校が連携して、子ども達の学習活動や学習環境を

よりよいものにしていくために、『学校支援ボランティア』を募集しています。子ども達

のために、ぜひ、保護者の皆様、地域の皆様のお力をお貸しください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見込みで構いません。（実際にできなくなっても、やっぱりやめるでも、結構です。）ちょ

っとでもできそうだな！で、思い切ってご登録いただけると大変ありがたいです！ 

獅子踊り（指導） ししっこ農園・ししっこ田 読も～の（読み聞かせ） 

スクールガード 

（登下校の見守り） プール（見守り） 

羽黒遠足（見守り） 
雪遊び・スキー教室（見守り・補助） 

給食（見守り） 清掃（見守り） 休み時間（見守り） 授業（見守り・補助） 

※学校支援ボランティアの活動を計画的に進めるため、ボランティア保険の加入を確実に行うため、この早めの時期に（見込みでも）ご登録 

いただけると本当に助かります。本登録ではありません（仮登録いただいた方には別途再度確認します）ので、お気軽にお申し込みください。 

※できるときに途中まででも 

一緒に歩くだけでもＯＫ！ 

※服を着て見守るだけでＯＫ！ 

（指導ではありません！） 

ここで示している種類は 

一例です！ 

※２月に市広報紙と一緒に全戸配布しています。ぜひ「学校支援ボランティア」への仮登録をお願いいたします。 


